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With an increase in the international focus of universities, Japanese language education must 
respond to the diverse needs of students. This paper proposes a training program, which can 
encourage flexible and appropriate responses to learners with learning disabilities (such as 
dyslexia), for Japanese language instructors. Previous studies have revealed that the attitude of 
language instructors is critical in creating successful learning opportunities for students with 
learning disabilities. Therefore, this paper examines the factors that are necessary to foster a 






















ても LD を抱える留学生への対応を求められるようになってきている（池田、2004; 池
田, 2013a）。 






































Smith et al.（1956） 
 ある対象の階層を経験し、それによって動機づけられ、それに向かって行動する
ための先有傾向 
Krech et al.（1962） 
 社会的事象に関するポジティブまたはネガティブな評価、情緒的感情、賛否の行
動傾向の持続的体系 
Lambert & Lambert（1963） 
 人々、集団、社会問題、もっと一般的にいえば、人の環境のあらゆる事象に関す
る組織化された、整合的な思考、感情、および反応の様式 
Fishbein & Ajzen（1975） 
 所与の対象について好意的あるいは非好意的に一貫して反応する学習された先
有傾向 

































    各構成要素の名称は微妙に違うが、態度には３つの構成要素があると主張す
る研究者は、Kothandapani (1975)、Krench et,al (1962)などがいるが、彼らは態度
をある対象に対して一定の認知・感情・行動を示す傾向であると定義し、態度
の構成要素としてこれら３つの要素を認めている。 
    態度をこのモデルでとらえる場合、 
 B: 態度の単一次元モデル 











    このモデルは消費者行動に応用性が高いとされ、今日ではその分野では、態
度をある対象についての好意的あるいは非好意的な感情としてとらえ、認知や
行動は態度概念に含まず、態度に隣接した別個の概念として扱われるようにな
ってきている（Peter & Olson, 2002）。 




図 1  態度の構成要素に対する１つの視点（OsKamp, 1997 から引用） 

































3.2.1 階層効果モデル（hierarchies of effects） 












   通常は、「認知⇒感情⇒行動」の順番で態度が形成される。 
 ②低関与階層モデル：行動学習過程による態度形成 
   対象に対してあまり関心が高くなく、重要性もあまり感じていない場合、「認知
⇒行動⇒感情」の順番で態度が形成される。 
 ③経験階層モデル：快楽消費による態度形成 














3.2.2 社会的判断理論（social judgment theory） 
 Sherif & Hovland (1961)は、態度形成や態度変容において、人々はすでに自分が持っ
ている態度を参照するとして、この理論を示した。社会的判断理論では、人はある刺
激を個人にとって受容可能な範囲（受容域 latitude of acceptance)、反対の範囲（拒否


































 そして、学習詩論の５つを特徴と、モデルの３タイプを示している（Bandura, 1977）。 
学習理論の特徴 









  ①Live model：望ましい行動を実演する。 




 さらに、学習の過程として、次の４過程を示している（Bandura, 1977）。 
 
モデリングの４過程 
  ①Attention 注意過程 「見る」 
    モデルとなる対象とその特徴を選択し、そのモデルを見る段階。 
モデルの対象は幅広く、身近な信頼・尊敬・好意を寄せるものやリーダーシ
ップを発揮するものに限らず、著名人・有名人・フィクションの人物も該当。




  ②Retention 保持過程 「覚える」 




  ③Reproduction 再生過程 「真似る、修正する」 
    保持した記憶を実際に行動で再生する（つまり模倣する、真似する）段階。 
頭の中で描いている「モデルの行動イメージ」と「自分の実際の行動』との
間にある GAP に気づくことが出来る。その GAP からフィードバックし、行
動を少しずつ修正することで、モデリングの正確性や洗練度を高めていく自
己修正の段階。 
  ④Motivation 動機づけ過程 「自ら動く」 











3.2.4 精緻化見込みモデル（ELM: elaboration likelihood model） 










る（Petty & Cacioppo, 1979 ; Petty, Walls & Brock, 1976）。 
 図 2 は、ELM を図で示したものである。この図にあるように、人がある説得的メッ
セージを受け取った場合、そのメッセージやトピックについて考えたいというモティ
ベーションがあるかどうかによって、進む経路が分かれる。モティベーションは、受






























































     
図 2  精緻化見込みモデル （R.E. Perry and J. T. Cacioppo (1986) より引用） 
 






にはあまり効果がみられなかった（Forlin et al, 1999a; Hastings, Hewes, Lock & Witting, 
1996; Trait & Purdie, 2000）、また、②インクルーシブ教育に対する態度は望ましい方向
に変容したが、LD を抱える学習者に対しての態度変容にはあまり効果がなかった




























































いう結果を示しているものが複数あることから（Allison, 1966; Wade & Pool, 1983; 
Bage, 1997）、ディスカッションのような参加型の活動は積極的に取り入れるべき
と考える。また、ディスカッション以外でも、シミュレーションやロールプレイ
も効果的であったとするもの（Forlin et al, 1999; Pernice & Lys, 1996）、フィールド








Kielsmeier, 1970）ことや、ディスレクシアのような LD についての態度変容を目的と
するコースデザインにおいては、実際のモデルを提示することの難しさもあるため、
大変有用であると思われる。 









































 ⑥「知識⇒メッセージ⇒参加型学習」のユニットを少なくとも 10 回～15 回繰り返








































1 学習障害（LD）Learning disabilities 
 学習障害は、1999 年に文部省が発表した「学習障害児に対する指導について」とい











かに低い学習到達度を示すような場合が LD である。 
2 アメリカ精神医学会及び WHO の LD 分類（小池・雲井・窪島、2003） 
 アメリカ精神医学会（DSM-IV）による LD の分類 
  読字障害、算数障害、書字表出障害、特定不能の学習障害 
 WHO（ICD-10）による LD の分類 
  特異的読字障害、特異的書字（spelling）障害、特異的算数能力障害 
  学習能力の混合性障害、その他の学習能力障害、特定不能の学習能力の発達障害 
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5 ブーメラン効果（boomerang effect） 
説得的メッセージの送り手の意図に反して、導こうとする立場から離れる方向へ
と受け手が意見や態度を変える現象。生じる要因としては次の場合があるとされて
いる（Hovland, Sherif & Harvey, 1957）。 
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